
日本の城下町研究は歴史地理学を中心に発展し、空間構造・景観プラン・絵図分析を基盤としてきた
。1980年代以降は隣接分野との学際的連携が深化し、GIS技術や考古学的手法の導入により

分析精度が向上 。近年では小城下町・陣屋町の再評価 、近世城下町の近代化プロセス
、歴史的景観の現代的活用 など、多角的な展開がみられる。今後の課題として、デジタ

ル技術を活用した景観復元、地域特性を反映した持続的都市計画、国際比較による日本固有の都市構
造解明が期待される。

城下町絵図の系統分析が進展：金沢案例では享保期以降の土地利用色分け図の増加が確認され、行政
文書との突合で作成年代推定精度が向上 。大和郡山の町割図分析では、縮尺検定法と地籍図照合
により17世紀の都市プランを復元 。

中世城館の眺望分析：中部瀬戸内の高位置集落でGISを用いた視界解析を実施し、防衛機能と集落立
地の相関を解明 。熊野古道の地形読図では、自然環境と人間活動の相互作用を可視化
。

矢守一彦の5類型（戦国期型・総郭型等）を再検証：関ヶ原合戦前後の町割変化を政治情勢と関連づ
け、徳川系大名の「ヨコ町型」プラン普及を戦略的意図から説明 。金沢城下町の変遷分析で
は、寛永大火（1631）後の街区再編が藩政安定化政策と連動することを実証 。

日本の城下町に関する地理学的研究の展望
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陣屋町研究のパラダイム転換：丹波山家（京都）の事例で、1万石大名の陣屋集落が経済的には在地
市場と連携しつつ、行政機能を集中させる「擬似城下町」として機能したことを提示 。武雄
（佐賀）の陣屋町絵図分析から、近世後期の商業化に伴う町屋拡張パターンを抽出 。

彦根案例：東海道線開通（1889）により城下町軸が駅方向に転換。惣堀埋立て地に新市街が形成さ
れ、町人地の商業機能が分極化 。弘前では旧郭内に教育機関を集積し、歴史的矩形構造を継
承した都市更新を実施 。

広島の事例：旧武家地に第5師団司令部（1873）が設置され、放射状道路網が軍事輸送路として再整
備。これが戦後復興計画の基盤となり、コンパクトシティ構造を形成 。

風水理論の実証分析：飯田城下町（長野）で風越山-松川軸を都市基軸とし、大手町街路の方位偏差
を測量技術的限界ではなく意図的デザインと解釈 。金沢の町割りでは、京都の条坊制を参照
したトポロジカル・プランニングの痕跡を指摘 。

一乗谷遺跡（福井）の発掘成果を活用：戦国期城下町の「曲輪内居住区」が近世武家地の原型となっ
たことを立証。地籍図と発掘データの統合により、中世-近世の土地利用連続性を解明 。

彦根の景観条例：惣掘を「城下町景観形成地域」に指定し、堀幅維持義務（最小5m）と建築高制限
（10m）を導入。伝統的町家の修復補助率を40％に設定し、2015-2024年で78棟が再生 。

飫肥（宮崎）の「食べあるき」モデル：参加店舗42軒が城下町マップ（600円）で商品引換を提供。
2019年度実績で来街者3.2万人、経済波及効果2.1億円を達成。空き店舗率0％を維持 。
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1. 3Dレーザースキャン技術：姫路城下町で実施中のプロジェクトでは、町家の軒高データベース
を構築し、江戸期の視覚通廊を復元 。

2. 気候変動適応策：金沢の武家屋敷跡に導入した「歴史的雨水路」再現システムが、100mm/h降
雨時の内水氾濫を32％軽減 。

3. 国際比較研究：ドイツ・ローテンブルクとの共同調査で、城門を活用した歩行者ネットワーク設
計手法を比較。歴史的構造物の防災機能評価手法を開発中 。

これらの進展により、城下町研究は単なる過去の景観復元を超え、持続可能な都市形成のモデルケー
スとして国際的発信が期待される 。
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